
証券取引宵晶公専門委員会

の中間報告について
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（鈴木竹雄委員長）は10月15日，

法のディスクロージャー{li]度（企業内容の開示制度）の改善合理化につ

いての中 1•閲戟侶を 111]富議会総公に仇1出した。

訓互収引法に），1/）＜有価証‘}り企臼流通に 1月い：凶1』度についロニ昭

和39年12月の証取審の報告および昭和40年の証券業の免許闊移行に関す

る瓢「取法改正の 1だ(}) ヽて，ぐの改正の必要l外ぶ指摘さ

れていた。そこC,,1[]収害は43灯 6JJ o)総会におい（｀，同制度0)改Il聞題

を検討するため専門委員会の設置を決定した。

専門委員会は44年 5月l2日に初会合を開き，第 l回から第 3回までの ， 

i.＇［公におい り1法全般にわ］こって問見丘点の内い出し在臼在い，

ます，傘業内容の計切濯厚（証取訊畠？

は売出に関する届出）の問四から審議を始めることとした。

44什10月29日ぴ）第 4回会合から9[0)具体的校叶に入り，第1?lnl(45年

7月3日）まて0)9日にわたる富晶て，同1|ilj厄ーび）仏律論的な詞』左終え

た。第13回 (9月12日）以降は特別委員として関係各界の代表がこれに

参加し，実務面からの検討をも加え， 10月6日の第16回の専門委員会に

ねいでこの中間恨白左とりまとめ人ものである。

なお，専門委員会の作業を実質的に補佐する椒構として，日本証券経

済研究所に証券取引法研究会が設置され， 44年7月からその研究を行な

ってしヽ る。

5 -



今回の中問報伍の趣旨は，証券市場の規模拡大，時価発行等による企

〇）］＜期資金閲几0丁＇様化，証券巾場の国際 11'パに伴い，従末0),JI取法

でし‘ぐにそのねらいとずる企業行］川の適正化と投資着への企業内

という機能が有効に発揮されず，また，制度面において実l青にそぐ

わなくなってきているので，その改許合理化を図る必要があるというこ

とである。

中間報告の指摘している主な改善点は，

(1)流通市場における開示制度改善のため，①有価証券報告書の提出陥

i/11｛と改正し，布仙I,,1！互屈

去(j.̀)}占頭登録公{_l̂lt白価証必辛IJ缶よ(/)提出を入りjつける②有瓢，ii．必昴侶

書記載内容を筒素合理化する③ 1年決算会社について，半期報告害を提

出，＼じる①企cヽ間1)、J宕に閃し，

，門を提出さ甚る。

(2)発行市場における開示憫度の改苦のため，①有価証券屈出害の提出

たは売出に係る有価証券の発行価額または売出価額がそれ

91  jt l億円以I:(j)]：言に提出心しげる（り募集まfこしよ土出に閲する）因闘の合

理化を図るため，有価証券屈出占の効力発生前においても募集，尤出が

できることとする

をi詞ぶ合理化ずる。

且公社であっcし上場会社，訓ヽ、業協

った揚合にl}屯岱時報

これ

(3)打価証券JI叫：I！9().)虚偽氾抄バi（一久寸する責{[',1,...IJ]確にする！こぶり，民事

よび刑市責任について規定の整伽を図る①有価証券屈出書の虚偽

因る損書賠償青任を役n，りI受証券会社， 1さ『忍会計土竿にも負わ
ける（；；）日論見円り），11＇{J)表示等{’-1人1る損害賠償八fl惰りを新たに仏崖」ると

ともに虚偽記載と損害との因果関係の挙証責任に閃する規定を設ける③

有価証券緑告書の虚偽記載に因る賠償責任者の範囲を拡げ，役員，公認

も責i［化負わせる口1計聞証券届出，灯‘た］の虚偽記妙に対ー；る刑

`~" 

贔
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,h :99,1]につしゞ C，所叫0叫虞0)柏仙んに1る。

(4)名ーの他の']i項として，（l)｛泊Ii訓：;JJJ111/!¥,1冒に叫；釣叫叔かあっ

には， l年以内り］［）JIi,ijを冗めてい出1門を支刑しItしヽことがてぎることと

よるQ)]]』臼凸てii.、,II社）ll言れ Cし、／＇［し、外 lli1;,1I'券も1.jil/j¥{Ijil),.『との対匁とずる（：り

1叫liIIII‘{})t1|}| iし1:J'『-0)狐正場所を増や9「])<JI囚人1;,:の公ぶ公i,1・！：よたは監

計払入汀対十る Iり＼嘉青印合に閏「る）、』』応を鳳喜↓—.Jるなどと 1.c ってし、る。

l ＼ ：リ)i'_;[し:]：、ぐt（)ヽ ll 1 | l,1 1 次0)と193り（：ある。

証券取引窮議会導門委員会委員及び特別委員
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証券取引窟：囚会専門委員会中問報告
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一`），¥--4し 叫券JI丈［）

厄0)改正[:ii]也↓を検叶ずるにもJり1IIj久iし久の認置在決正した。．iり1111麦［．し

{, j”ヽ9 叫和4がI'• 5月にfiど）［し，員lli,:11f;S::り）企｛J [応Il,1位I¥'、1]ーる{Ijij良り）恨,nを
倍iI lllバ<{|』Iりにつし、て，◇l l ] 9C ] 6日にJ汀こツ＇）
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流通市場における開示制度
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3. 1']りllり；！1:詞度0)[ii]設

l什、／）｛符0)1濯'ii:11葬刈，的；！ ！ ：捉1打：：：：礼につし＼で{’cl:, { 0) ｛卜央じわげる

1匂I□久］LI JlJ 1Jヽ—,}:) IこM), i][ fこiこ， 1IĴ [|i A□l」¥'と叫始(/)1 1 
I1）ヽら 6カ）］ ［に 11]←ての＇，｝‘;；摩□1犬沙心， 叫秒5I}、J望［勺fr,it]試 LkTJり］
,1::り：ー仇1: I,1,i―：）こと｝，、］‘る。

＼ ~ーーび）J ：] [i, [ (}) l，山以1月倍；；ょ， 化1])1:と(/)i,1淑＼［紅j屈↓） 1 訊JLL爪I了`，i,(j)と-i- I 

る。

4. 計1，lll ]j {l { { ! ; i i 1 ;l Jil ！ど（））‘［:ll I I ]』

孔＼］i,＼ l)、］霧に1ヽりIl 
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し／こ災＇， l： ()) 

且紅j(}/) 1j iii如II

, YC I I:_ 1・［！こi[I,l[ I1:’i i 9]、9())忙j倍；

II 発行市場における聞示制度

づし、（：，→そり

11:j rl昇'li 1 }・を』'[: I'1 -jることと ‘C「る。
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1,1 ：：: /[| ^しよ， （1） | I l夕｝i’ここ[3し］ー［）1 ]孔Iii
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I)、J勺勺 1[~ I II ] i！凶L！こI:9位，

II,1,': {I]1] 1（ししごーど）し、Ci ]:, J:Ilj） ［しこにけ／）ii lj ｛訓兄fj 0)増加

勺iにJ!Il}1,’、;;し／：も(}.ー）と］•-るとともに，役百着／);り効，．II砂 l;JJにこi1在日）］jし

うるよう，次（））よう八改，［（山l(Uゞ l‘く］るこ］＇たずる n
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／しEしよ;]:II ¥ (}) |I J名甘イじぐ：1-:<lる］こぷり， jKI，'{ J {|』忙とんクサ父ぶり， I j 1 1 9へ
111,, 

1:¥]□｝t i [, J| il I l i 0）久り）J］百fド且i］にこおし、ても ク

r

『］
 
‘、 る

-9  



、5,

'~ ~ 9.' 

～ふ，、

こととするとともに，仮目論見書を使用できることとし，かつ②有価

証券届出書を提出すると同時にこれを公衆縦覧に供することとする。

3. 有価証券届出書等の記載内容の簡素合理化

有価証券報告書提出会社については，すでに企業内容が継続的に開

示されているので，その提出する有価証券届出書の記載内容につき簡

、素合理化を図ることとする。

また， 目拾見書の記載内容についても簡素化するとともに，その表

示方法につきグラフを利用する等投資者が理解しやすいよう合理化を

図ることとする。

m 有価証券届出書の虚偽記載等に対する責任

粉飾決算により投資者のこうむる損害の救済を担保するとともしこ，そ

の社会的責任を明らかにするため，有価証券届出書の重要な虚偽記載等

に対する民事責任および刑事貨任について，次のような頬定の整備を図

ることとする。

1． 有価証券届出書の重要な虚偽記載については，現在，届出会社だけ

／ーが損害賠償貨任を負っているが，これを改め，その有価証券屈出書に

係る役員，引受証券会社，公認会計士等も損害賠償責任を負うことと

するとともに，損害賠償額の算定基準について合理化を図ることとす

る。

ただし，届出会社以外の賠償責任者は，虚偽記載について故意また＇

は過失がない揚合には，免責されることとする。

• 2. 重要な虚偽記載がある目論見書を使用した者の損害賠償責任につい

ては現行の損害賠償に関する観定に加え，新たに，担害賠償額の算定

，某準および虚偽記載と損害との因果関係の挙証責任に関する規定を設

けることとする。

3、 有i而証券報佐書の市要な虚偽氾載については， 卜記 1の有何証券屑



出，1］に1)[lずる）、）』定の改正に叫じ，罰！こに，役几公，忍公，，l・J：：賃の置，i；

)I嘉h't」！ヽi]「に[l'.I一＇「る）」』定在設けることとずる。

4. 1 }'iIli 1991塁）［11I I¥, I:/『().))ぶ的，；且i文~に灼ずる］［Ij1 i :,ijにつし、しC,)外叫()-)))』定

り）｛’，'({I紺を[Aiることとする。

IV その他

l. 1, J ̂ {, I I I [i l l 1:』Ii i j ¥ I I 巾製I,•C)記的叫試があっ仁以合には，）く）11)-.:1：［は

1月只I)、」())[)_IIi,ijを応め（・―, h hlli1,I]・喜｝111/I¥

ることか了＿・ぎることと口「る（）

しなし、こと

2. 扇（i()）企兄白宕1}!j/Jヽ;1」])立しよ，外1! ]叫りにつし、てしよ，枕五，｝• I] {,1―、 [Iぶ〖

り、（））・『I,'l'[/ -9 1jー］．`るも()）行‘ 応^仇叫のも())に九け）］叫］心れCし、る力＼，J¥之

」 I•-;V)-/,'.),,II灼、1h場のl1 1 1忍，＼：化0う_;(:)設に仕＇；［い［，｛． 0)，i'1）且；(1i:lil](J)拡大化

化に1るここ入］・る，．）

3 ・ iり、9,[9,r,:!{0) l :[l i 1: ］ムI})［リ］［こ｛，＇［「るに以）， 1J ^ {i『j,;11五）111:1:,1 叩

加化に1るしーととずる（）

4. )]忍人1:I O) I I `ぐl:！こし）汎：9,1．責仏人に久］ ］ー：：：Ji.iHi嘉青．命合にl>1lする

）見応り［：Ij認，そ0)他J][,)]:(/)J贔応のJ9よ（！：：Jん／1'j]ることと―-]--｛パ）

（以」：）

-11 --


